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滝澤　祐也君（KOUYOU建設㈱）
【導入】私は普段、人前で講話をするよ
うな立場の人間ではありません。むしろ
学生時代は勉強が得意ではなく、優等生
コースとは全く違う道を歩んできました。
皆様の中には「中学校卒業で社会に出た

人がRCで講話しているのは珍しいな」と思われる方もい
るかもしれません。ただ振り返ってみると、勉強は苦手
でも経験だけは人よりしてきた人生だったと思います。 
　昭和61年10月生まれ。物心ついた時には平成でした!
祖父、祖母、父、母、2歳年下の妹と幼少期を過ごしま
した。今は、お酒大好きな妻とそれぞれ春に大学に進学
する18歳の長男、高校2年生の長女、また去年クリスマ
ス会に参加させていただいた小学2年生の次男の、5人家
族になります。 
【生い立ち】私の祖父はバスの運転手でした。バスで家
に来ることがあり、バスに乗せてもらった事はいい思い
出です。しかし私が5歳くらいの時、不慮の事故で寝た
きりになり、その後亡くなっています。祖母はスーパー
ばあちゃんで当時小さな工場経営、祖父が他界後、廃業
して家で内職をしながら私たち孫の面倒をよく見てくれ
ました。御年85歳のスーパーばあちゃんは、今でも元気
でいてくれています。父は運送業をしており、母はパー
ト勤めの共働き家庭でした。 
　子供の頃の私はとにかく元気な子供でした。印象に
残っているのは、祖父のバスや父のトラックによく乗せ
てもらったこと。大きな乗り物に乗るのがとにかく好
きでした。小学生の頃、地域のお祭りで重機に乗れるイ
ベントがありました。その時初めて重機に乗ったんです。
ただ楽しかっただけなのですが、振り返ると、その体験
が今の仕事につながっているのかもしれません。 
　小中時代は、サッカーや空手、スノーボードなど、と
にかく体を動かす事が好きでした。社会に出るまで子供
の頃の夢はとてもシンプルで、バスの運転手・トラック
の運転手・バイクレーサー…、とにかく運転する仕事が
したかったのです。ただ私は勉強があまり得意ではなく
中学校を卒業してすぐ働く事になります。周りの友人は

高校へ進学していきました。春休み・夏休み・冬休み…
そういう話を聞くと少し羨ましいと思う事もありました。
ただ小学生の頃から新聞配達をしていたこともあり、働
くこと自体にはあまり不安はありませんでした。 
【現場の世界】最初に働いたのはガソリンスタンドです
が、3か月ほどで辞め、叔父の土建屋で働くことになり
ます。朝5時から夜9時過ぎまで働く生活でした。正直か
なり大変で、そこも3か月ほどで辞めてしまいます。 
　そして16歳のときに、東RC会員でもありましたワー
ルド重機開発で解体の仕事に就きました。そこから約12
年間、その会社で働くことになります。 
　外仕事は本当に大変です。夏は暑く冬は寒く、雨の日
も仕事です。若い頃は友人が遊んでいる時間に自分は仕
事をしている。そんな生活でした。ただ、社長の生き様
に憧れがありました。面倒見がよく物事の良し悪しをは
っきり言う人でした。その社長から仕事の厳しさや責任、
人との向き合い方を学びました。人は仕事からだけでは
なく、人から学ぶものが大きいという事を知りました。 
【人生の転機】28歳のとき、父と叔父から呼ばれました。
「会社を作ったから一緒にやらないか」その言葉で人生
が大きく変わります。それまで働いていた会社を辞め、
会社を運営する側として働くことになります。それまで
は現場で「どう壊すか」「もう次の現場が詰まってる」
などと考えていました。しかし会社を運営する立場にな
ると「どう仕事を取るのか」「従業員を空かせない事」
を考えるようになります。人のこと、お金のこと、仕事
のこと、考えることが一気に増えました。その時に初め
て経営の重さを感じました。 
【解体業という仕事】解体業というと「壊す仕事」とい
うイメージがあります。確かに建物を壊します。しかし
お客様からは「綺麗にしてくれて有難う」と言われる事
が多い仕事です。建物を壊すということは次の未来を作
る準備でもあります。壊してゼロにして、そこから新し
いものが始まる。私はこの仕事に誇りを持っています。
【社会活動】私は現在、青年会議所にも所属しています。
正直、最初の印象は「少しヤバそうな団体だな」でした。
ただ活動していく中で地域の課題に触れ、仲間と一緒に



［次週のプログラム］ 4月15日（水）会員卓話  滝澤修一君  ～戦略計画について～

考え、事業を行う経験をしました。成功する事もあれば
失敗する事もあります。しかしその経験は必ず次につな
がります。印象に残っているのは児童施設の子供達と触
れ合い職業体験をした事業。自分の仕事が誰かの未来の
きっかけになるかもしれない。そう感じた瞬間でした。 
【地域への想い】私の地域の良いところは、地元愛があり
団結力があるところだと思います。ただ課題もあります。
観光客は多いのですが日帰りの方が多く、インバウンド
の集客はまだ弱いと感じています。また昔はもっと活気
あるお祭りなどがありました。そういった古き良き地域
の活発さを、もう一度取り戻したいと思っています。 

【締め】子供の頃、地域のお祭りで初めて乗った重機。
ただ楽しかっただけの体験ですが、今思うと、その体験
が人生の方向を決めていたのかもしれません。人生とい
うのは不思議なもので、その時は意味が分からない経験
でも後から振り返るとすべてつながっています。だから
私は思います。日々の経験が人を成長させる。そして若
い世代にはこう伝えたいと思います。苦労は買ってでも
しろと言われますが、時にはゆっくり歩いて周りを見る
ことも大切です。その中で出会う人や経験が、人生を豊
かにしてくれるからです。私もこれから、仕事や地域活
動を通して少しでも地域に貢献していきたいと思います。

例　会　日　誌　  3月25日（水）　晴れ　　2025～2026  No.30
●司　　会 飯島裕也君
●斉　　唱　「それでこそロータリー」
●ラッキー賞　滝澤祐也君（季節のアレンジ花）
●友 愛 賞 佐藤友則君（田守君より小諸蒸留所のショットグラス）
　　　　　　蓑輪佳明君（飯島洋一君よりチョコレート）

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　山寺 髙太郎 会長
　今週は、上田市の市長選挙、市議会選挙でかなりにぎ
やかです。
　3月は期末決算を迎える企業が多いと思います。当社
も同様です。当社の場合、アイテム数が膨大である為、
まず全国の店舗や物流センターその他の仕掛品等々の棚
卸が最初の関門で、さらにこの期間もメーカーから新製
品が発売され、しかも既存商品の販売もするという日々
が続きます。販売業はどこも同じで毎日が月曜日です。
　私が毎年思うことは、12月31日や2月28日に寝る時に
目が覚めたら4月1日になってほしいと思っています。残
念ながら暦をめくると1月や3月がやって来ます。しかも、
種々雑多な問題も一緒にやって来ます。ついでに来てほ
しくない役所や金融関係の人もやって来ます。こんな生
活をもう半世紀も続けていても一向に馴れません。さ
らに、イラン戦争が引き起こす、第3次オイルショック
勃発の様相を呈しています。来年度からの事業計画や生
活に不安が募っています。戦争終結しても簡単にエネル
ギー需給が回復することはないでしょうし、今までのオ
イルショックと違って回復までに相当な時間や困難が予
測できます。
　さて、先日は高岡西RCの大勢の皆様を上田東クラブ
として品位・品格をもって盛大にお迎えすることができ、
倉島幹事を筆頭に本隊並びに別動隊の皆様それぞれの立

場でご協力・ご尽力を頂き誠にありがとうございました。
もちろん裏方としての事務局の隅々にわたる気配りにも
合わせて感謝を申し上げる次第です。高岡西クラブの皆
様も大いに楽しんでお帰りになったと思います。
　その折に、高岡西RC創立60周年記念式典を10月28
日（水）にホテルニューオータニ高岡にて行う旨のご案内
を頂きましたのでご報告いたします。
　次年度が始まっていますが、もうすこし、私の年度任
期が残っていますのでよろしくお願いいします。
■幹事報告　　　　　　　　　　　　　 倉島　博 幹事

・長野大学RAC国際ロータリー加盟認証伝達式のご案内
が届く。　4月22日（水）上田商工会議所　5階

・グループ新旧会長幹事引継ぎ会のご案内が届く。
　　　　　　4月16日（木）香青軒
■地区より委嘱状が届く。
　地区より次年度地区役員の委嘱状が会長
より手渡されました。
　　飯島洋一君：
　　　　ローターアクト支援委員会委員長
■出席報告

飯島（裕）、飯島（洋）、上原、上條、工藤、倉島、後藤、
小林、塩之入、関、滝澤（修）、滝澤（祐）、竹内、玉井、
田守、手塚（た）、西森、橋詰（洋）、舟見、増田、水出、
蓑輪、栁澤亨、山寺、渡辺
※工藤　恒君／滝澤祐也さん、スピーチ楽しみです。
※小林正人君／滝澤さんの話、楽しみです。
※竹内　強君／超大変でしょうが、卓話ご苦労様です！

本日の金額／31,000円　　累計／949,000円

パストガバナー 横田盛廣様（飯田南RC）が3月4日
ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

訃　報

ニ コ ニ コ B O X （敬称略）

本　日
前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 49 22 ― 55.10％
52 50 18 10 84.00％


